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直……一

第
四
回
自
の
畿
ゑ
的
本
的
総

墜
を
と
月
二
十
開
間
口
U

〈珪
}

H

h

市
内
六
ヵ
所
で
行
な
い
ま
?
。

中
市
は
、
必
子
世
怖
の
す
こ
や
か

な
成
後
ξ
最
中
せ
安
緩
い
「
記
あ

生
の
木
者
贈
田
昌

掛
田
」
を
お
贈
り
し
ま
す
窃

こ
の
寸
記
念
樹
」
凶
H

・
級
官
知

子
市
が
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
術

づ
〈
り
の
一
つ
と
し
て
、
駿
か

な
綴
織
は
開
化
と
郷
土
品
ぴ
こ
を

拍
誕
や
か
な
総
艇
を
額
っ
て
蚤
生
の
本
を
総
務
叫
す
る
渡
辺
中
市
長

開
明
釦
刊
朝
間
寸
九
年
皮
肉
火
的
後

品
開
お
よ
び
緑
町
在
犬
病
予
防
総

射
を
次
的
税
制
恒
で
行
な
い
ま
す
。

市
内
ム
織
に
お
い
て
犬
を
鈎
わ
れ

て
い
る
方
は
、
必
ず
も
よ
号
師

会
場
で
受
け
る
よ
う
に
お
綴
い

い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
持
出
削
?
を
受
け
て

い
る
方
に
は
‘
ハ
ガ
キ
を
援
し

ふ
ん
げ
ま
す
の
で
、
設
録
料
お
よ

び
持
郎
総
代
七
百
六
十
円
と
ハ
ガ

キ
を
ど
持
勢
く
だ
さ
い
。

な
お
、
翁
日
一
燃
の
場
合
法
、

広
報
本
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
会
場
に
側
誠
一
一
端
い
た
し
ま

す

。
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日寺主基会

よ
り
愛
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
誕
生
町
本
」
を
お
わ
け
す
る

も
の
で
す
。

欲
的
脚
織
に
、
あ
る
い
は
総
生

的
殺
に
州
幌
、
え
て
く
だ
さ
い
@

@
軸
棋
識
円
単
噛

階
級
間
関
十
八
年
九
月
一

aか

-3月24日

ら
昭
和
凶
十
九
総
一
一
晃
一
一
十

八
日
ま
で
に
ゑ
ま
れ
た
縁
ち

ゃ
ん

品市出
H

蝋吋
…
ぷ
将
司
ニ
十
鹿
沼
(
臼
)
午
前
削

九
時
吋
か
ら
惨
殺
三
時
ま
で

A
V
翻
臨
移
綾
部
m

中
小
企
業
じ
特
別
融
資
し
ま
す

級
品
駄
の
畠
品
数
な
経
済
変
動
じ

綿
げ
い
、
彩
韓
間
を
受
け
た
中
小
A
忠

義
老
健
L
U
ガ
に
経
営
円
安
定
を

絞
る
た
め
特
別
徴
収
買
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

V
融
資
の
対
慾

原
材
料
を
ど
を
臓
購
入
す
る
際

支
払
条
件
的
変
化
や
糊
闘
機
的
溺

殺
に
よ
り
一
時
吋
品
川
に
資
金
を
必

畿
と
す
る
方
。

V
蜘
鵬
蹴
民
的
資
柚
惜

中
小
A
X
撲
を
営
む
方
で
鉄
市
川

、
に
市
中
常
増
叫
閉
ま
た
は
事
務
所
を
持

ち
、
引
き
脱
税
喜
一
年
以
上
一
事
業

を
営
ん
で
い
る
労
。

Ev
期
間
昭
和
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十
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率
二
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二
十
七

8
か
ら
間
四
月
一
一
…
十
日
ま

で暗
殺
獲
の
条
件

川
向
同
融
資
綴
皮
綴

ず思吋同一
H
悶
以
内

ω利
市
中
山
時
制
帆
協
会
的
線
材
紙
付

は
年
七
・
二
ぷ
%
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下
出
陣

一
祉
協
会
の
問
問
絞
な
し
あ
八
・

二
五
%
以
下

叫W
品
蹴
取
筑
酬
期
総
一
年
以
内

総
選
滋
方
法
月
賦
償
滋

V
曲
申
込
万
波
紋
級
金
験
機
関
関

ザ
前
後
内
申
込
畿
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よ
る
。

渓
詳
し
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済
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終
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4丹5B鎚

八
坂
神
社
唆
内
・
市
役
品
開
T
比

百
聞
玄
関
・
天
王
台
関
執
行
後
漆

絡
所
・
湖
北
ム
日
支
所
z

制崎北

支
所
・
荷
役
支
記
明

令
本
の
伺
捕
獲

す
も
も

A
V
拙
稿
紛
の
描
輔
拙
問

各
家
附
略
的
時
臓
に
陥
植
え
て
い
た

ど
き
ま
す
が
、
附
臓
が
な
い
場

合
(
排
出
家
を
ど
に
お
悠
い
の

方
)
は
公
開
聞
に
被
え
事
ぜ
て

い
た
だ
き
ま
す
写

こ
の
場
合
、
士
市
再
係
累
が
災

伎
を
も
っ
て
手
賀
滋
公
開
幽
か

液
晶
叫
食
品
ザ
奏
会
開
聞
に
繕
え
ま

す

。
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市

民
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)

公
民
館
講
膝
募
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《剣

左
記
の
と
お
り
制
関
山
地
縁
獲
を

募
集
し
て
い
ま
す
@
ふ
る
っ
て

ど
泰
一
級
く
だ
き
い
。

V
組問符

附
間
関
月
糊
期
入
会
希
望
者
は
三
月

…
弱
か
ら
側
同
月
七
日
ま
で

軍
資
格

小
学
生
は
一
一
年
史
以
上

五
年
生
以
上
お
よ
び
緩
絞
殺

は
随
時
時
入
会
で
き
ま
す
。

噌
冷
込
先

端
明
暗
拍
子
市
中
央
公
民
館
〈
我

後
手
持
制
緩
)
包
括
八
二
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ぷ
…
五

V
曲
申
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崎
ガ
泌

ム
脱
後
か
ハ
ガ
キ
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wv
餓
座
間
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潤
瑚
mn
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mn

(
拘
判
官
時
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制
問
滋
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41l在日開

灘
北
台
野
球
場
的

賛
出
し
は

附
悶
・
巡
回
丹
中
の

B
綴
8
に、

明
刊
誌
漁
協
的
地
相
場
を
使
用
し
た
い

チ
!
ム
は
、
制
削
成
時
な
ど
に
つ
い

て
打
合
わ
せ
ん
棋
を
附
聞
き
ま
す
刊

で
お
集
ま
り
〈
だ
患
い
。

V
明
間
民
三
月
…
一
十
糊
悶
H
U

官
二
時
間
午
後
一
時
吋
一
点
十
分

V
場
所
溺
北
台
交
努

ボ
i
イ
ス
カ
ウ
ト
の

隊
員
募
集

調
明
夜
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
殺
孫

子
一
鴎
で
は
、
船
体
照
的
募
総
を

行
な
っ
て
お

q
ま
す
。

干
募
集
対
象
者
本
中
申
荻
仲
間
的

小
学
三
年
生
以
上
内
陣
内
部
d

な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
‘

八一…

i
一
五

C
一
一
一
城
辺

八一時

i
…
二
四
八
村
間

ま
で
お
後
綴
〈
だ
さ
い
。

郵
償
問
に
も

転
癒
騒
を

4月号吾泌

曲
挑
戦
や
進
学
者
ど
め
た
め
絞

臨
制
さ
れ
る
方
u
弘
、
あ
な
た
的
火

切
な
察
緩
物
が
迷
子
に
な
ら
な

い
よ
う
綴
便
局
に
も
転
勝
濯
を

出
似
し
て
下
き
い
a

開
明
応
用
紙
は
、
車
抑
制
限
E
時
的
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
普
遂

の
ハ
ガ
キ
で
も
き
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
に
記

入
内
上
お
出
し
下
幸
い
む

同
噛
出
向
人
の
氏
名
と
押
印
加
問

ル
時
一
常
務
住
所
(
わ
か
り
に
く

い
続
は
前
哨
密
を
書
き
加
え
て
下

き
い
〉
家
族
会
員
向
転
居
者

名
{
感
裁
所
・
盤
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満
開
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も
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引
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樹

i
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徴
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引

動
物
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議
す
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肘
寺
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岬

同

州

司

引

鱒

hv
制
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時

掛

11 : 00-1l: 45 
13 :鈴-14:(町

持
倒
的
議
終
を
受

け
る
ニ
と
が
で

き
な
〈
て
‘
お

も
に
国
民
邸
・
4
器

保
倹
法
に
よ
っ

て
い
た
り
、
女

子
労
融
問
者
同
同
左

て
も
一
小
創
刊
を
状

叫
怖
に
お
か
れ
て

い
る
な
ど
、
現

行
的
年
余
制
度

は
ま
す
ま
す
機

絡
に
な
っ
て
い

る。
ま
た
殺
済
叫
伸
、

ほ
う
大
な
品
開
立

余
を
も
っ
て
い

て
時
間
十
帽
の
う
ら
が
よ
い
内
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
が
あ

ま
り
に
も
低
す
ぎ
る
と
い
、
7

批
判
は
強
い
n

老
齢
(
滋
紬
鞠
〉
・
母
体
障

害
(
融
制
疾
)
お
よ
が
淡
怯
棋
に

対
す
る
年
金
持
品
開
品
刊
は
そ
の

市
内
容
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
ば

か
守
で
な
〈
、
保
険
料
や
紛

品
持
者
、
づ
け
る
資
格
に
つ
い
て

も
縫
い
が
大
き
す
ぎ
る
。
た

と
え
ば
、

4
4
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一
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あ
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酉
定
資
麓
桜
・
都
市
計
画
殺
の

納

期

は

玄

月

で

す

今
年
は
箇
定
資
拠
脱
税
に
州
問
す
。

す
る
改
正
法
案
成
立
が
滋
れ
ま
わ
、
国
定
資
康
課
税
念

品
児
激
し
で
す
的
で
‘
幅
制
緩
銭
的
縦
覧
期
間
も
包
月
十
…

徐
に
よ
る
制
閉
鎖
決
定
が
返
れ
お
か
ら
四
月
一
一
一
十
詰
ま
で
ξ

る
こ
と
と
な
り
、
密
湾
総
援
な
り
ま
す
。

が
双
例
月
品
柄
欄
潮
h
h
M
略
叙
さ
れ
ま

〈
愛
媛
税
諜
)

広報毎くらし tこわたしたちの
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月日 院 名 |hけ車内十科智聾言弘z赤・外外均f科科 Z系号の他 電 話・ 所特・ 45 ・7 ※ 小窓 購読 設 82-0165 棋p1739-1

14 ※ 中央 病規 程88-01γi 湖北台461

※アピコタ十孝斗 器82-5155 我鶴子264

れ饗総箆罷 小児科程88-1018 湖北部ω13-41ω101

夫議会設要素焼 産靖人科宮82-1222 締 1-6 11 

28 鶏控室・海・4X整霧 器88-0171 湖北台 4-6-1

引
u 内・小児科 器88-1311 新木 11 5 2 10 

5 ・ 中央病腕昌弘・4X毅器 官88-0171 湖北台 4 6-1 

小禽病院内科・外科 宮 82ー0165 根戸 1739-1

※アピご3 タ十手斗外・整形外科 宮 82-5155 我孫子264

6 中野臨院 内 科 官88-2034 中泉48

機本眼科臨腕 眼 科霊堂89-2471 布住30 5 1 

12 ※中央病院宮古な時 宜 88ー0171 措北台 4-6-1

19 繍本臨院 内・小児科器82-1885 白山 2-11-7

26 ※ 中 央 病 院 議 ・1語綱引書官 位 88-0171 i務北台 4-6-1

6 ・2 ※ ア ピ コ タ 十 手 斗 外 ・ 袈 形外科 器82-5155 我嘉子264

士鶴岡臨院 内・小佐諦人科器88-2840 i梼北台 9-7 10 

9 ※Ij、殺欄腕内科・外科 盟 82-0165 根戸 1739-1

16 ※中央病防護・首公室葺霧 器88-0171 j鵠北台4-6-1

28 棋井臨腕 小 児 科 岱82-2916 Eliii2-2-16 

80 ※中央病関露骨ヲダdx絞霧 器88-0171 i坊主台 4-6-1

7 ・7 ※ 小倉病院内科・外 科 まま82-0165 接戸 1739-1

14 ※中 央 病 腕 22・雪量・4X滋13 鐙 88-0171i坊主台4-6-1

21 ※アピコ3 タ十帯ヰ 外・繋影外科i 器82~-5 155 我孫子264

山崎援護院内科・外科 鐙 82-0247 富山 1-18-5

28 ※ 中央病腕 ;2・1為・4X線雲 器88-01γi 滋北台 4-6-1

8 ・4 ※アピ羽タ争奪* 外・室長彩外科;; 器82-5155 我孫子264

|

|液拠業灘小エ中中小ムピ央倉央倉レオ保病病病病聾匡院硯院院続 | 畠昌内内科科官也・公な・外外盤盤科科草翼 内線持神経科 霊堂82-5510 高野山 501-22
11 I * I=t ~ ~ ~Jè I Q' . IJ'; I ft88… 0171 i魂北台 4-6-1

18 器 8.2-0165 揺戸 1739-1

25 まま88… 0171 i胡北台 4-6-1

9 ・1 器 82-0165 担p1739-1

8 ※アi理野ピ内コ科タ誌争奪鶴斗 外・殺形外科 i材 料 曾控8828m-伊 E75γ15γo5 我湖孫北子お286148-24 

15 ※中 央病 挽 721ix号 館 88… 0171 j枇台 4-6-1

16 山 p崎医務内科・外科 霊登852-0247 白山 1-18-5

22 I|液※中中佐聴(央雅央教)内病病科E院棟院 器88-0171 湖北台 4-6-1
23 内 科岱88-092~4 湖北台 3-8-2
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我
孫
子
市
医
師
附
舎
の
ご
好
鐙

で
、
降
尊
師
十
二
月
の
n

口柑ヤ

終
日
か
ら
お
脳
陣
縁
寺
ん
に
み
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
早
ま
し
た
e

ニ
抑
制
度
は
、
日
酬
明
・
然
u日

に
品
品
約
に
な
ら
れ
た
ガ
金
総
療

す
る
も
の
で
、
以
時
間
か
ら
閥
情
念

が
惑
い
的
を
放
綬
し
て
い
た
と

か
、
仕
事
や
ゆ
校
が
休
み
付
ん
か

ら
と
い
っ
た
磯
山
聞
に
よ
る
ガ
を

捻
終
す
る
も
の
で
は
あ
ワ
ま
せ

ん。
市
民
の
み
な
事
ん
に
は
、
こ

の
点
を
ど
欄
鴨
脚
帥
ね
が
い
♂
悶
酬
明

・
休
日
山
一
一
機
船
郎
総
隊
い
を
官
制
効

に
ご
利
勝
〈
だ
患
い
。

認
噸
明
か
ら
銭
繊
管
環
に

心
が
け
よ
う

，J つ
土
品、‘'

t
v
 

①

診

療

待

翌

午

前

九

時

こ

だ

ら

午

後

五

時

ま

で

一

-e

ニ

②
診
療
器
開
外
的
患
者
さ
ん
は
、
一

h
，

数
急
病
院
を
ご
科
病
く
だ
さ

(
救
急
病
擦
は
我
孫
子
中
央

嬢
抽
出
・
小
倉
病
筏
・
ア
ピ
コ

外
科
で
す
)

③
受
診
の
療
は
、
必
ず
保
体
問
惹

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

(
保
検
討
誌
を
持
参
さ
れ
を
い

と

a費
診
療
に
な
り
ま
す
)

③

g
怒
・
休
雪
当
番
涯
は
、
往

診
い
た
し
ま
せ
ん

5

③
専
門
以
外
の
患
者
き
ん
の
診

療
に
は
、
怒
と
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
e

すぐうカずいったらと
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